
新自然の家移転整備事業について

静岡市教育委員会事務局
教育局教育総務課

画像：移転予定地（旧清水西河内小学校）



事業概要-検討経過

旧清水和田島自然の家

 昭和50年開設
 社会教育施設（青少年教育施設）として、主に市内小中学校

での集団宿泊体験に利用
 主なプログラムは沢登りやハイキングなどの野外体験
 耐震性能不足や老朽化により平成31年4月より休所中
 休館前の年間延べ利用者数：約1.7万人（平成29年）

学校跡地(清水西河内小学校)を活用した再整備計画を策定

 市内小学校等からの根強いニーズ

 清水区における社会教育や野外体験の推進体制確保の必要性

 同地域内での学校統合の進捗（３小学校・１中学校が統合し、３つの空き校舎が発生）

 公共施設適正管理事業の推進（施設総量の削減・学校跡地の活用）

 地域からの学校跡地活用及び自然の家再整備要望

再整備に至った主な要因



施設概要（旧和田島自然の家）
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単位：延人

17,095人

所在地 静岡市清水区和田島271-3

区域区分 都市計画区域外

敷地面積 5,299㎡

延床面積 2,026㎡

用途 宿泊施設

建築年度 昭和49年（1974年）

宿泊定員 192人

主な施設 宿泊室（16部屋）、食堂、厨房、男女浴室、保健室、事
務室、集会室、広場、野外炊事場、テントサイト（20
張）ほか

運営方式 市直営方式
単位：人
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施設概要（新自然の家予定地 旧西河内小学校）

所在地 静岡市清水区西里143

区域区分 都市計画区域外

敷地面積 10,230㎡

延床面積 3,465㎡

用途 学校等

建築年度 平成8年（1996年）

主な施設

校舎：職員室、普通教室（ 6室）、
特別教室（家庭科室、図工室、音楽室、
理科室）、図書室、多目的室、校長室、
会議室、保健室、配膳室ほか

体育館、グラウンド、機械室、電気室、
プール、浄化槽設備 ほか

地域防災計画
指定避難所
地震緊急避難所（一次避難地）

土砂災害防止法
改修工事にあたり体育館裏の特別警戒区
域対策が必要（別途工事実施予定）

改修前 改修後

改修イメージ

施設概要

校舎内(音楽室)

体育館



新たな自然の家の目指す姿

たくましくしなやかな子どもたちの教育を支援するとともに

豊かな自然環境や地域の個性を活かし両河内の賑わいを創出する

教育の観点 たくましくしなやかな子どもたちの育成

清水両河内地域独自の自然環境・自然体験・文化交流体験を通じて
豊かな心、感性を育む 粘り強く立ち向かう姿勢を持つ 交流を通して多様な価値観、視点を知る

静岡市の目指す「たくましくしなやかな子どもたち」の育成に取り組む

新自然の家

地域

家族・グループ

学校・青少年団体

近隣施設

家族・グループ

企業・団体

学校・青少年団体

両河内地域

静岡市内

静岡市外・県外

人流

連携(体験)

自然体験
立ち寄り

自然体験
スポーツ合宿

連携事業・研修・テレワーク

自然体験・教育旅行・スポーツ合宿

観光・自然体験

両河内小中学校

都市山村交流

都市山村交流

交流の場

連携(人材)

連携(プログラム開発)

都市山村交流

地域活性化の観点 両河内地域の賑わい創出

地域のコミュニティスペースとしての
機能と様々な来訪者を受け入れる機能

を併せ持つことで、地域と来訪者の
交流を生み出す空間を創り出し、
学校に子どもたちが集っていた頃
の様な賑わいのある施設を目指す



西河内小学校図面



西河内小学校図面



西河内小学校図面



移転予定地周辺

※地理院タイルに施設等の注釈を追記して掲載

★移転予定地
(旧清水西河内小学校)

沢登り体験エリア

清水森林公園(車5分,徒歩30分)
（温泉・キャンプ場・登山など）※約7万人/年(令和元年)

スマートIC予定地

★旧施設
清水和田島自然の家

両河内小中学校

清水ナショナル
トレーニングセンター(車18分)
(天然芝グラウンド・アリーナ・
トレーニングジム・プールなど）

無料キャンプ場
(徒歩10～30分)

興津川流域での体験（ホタル観賞や川遊び、アユ釣りなど）

至 富沢IC (山梨県) 至 新富士IC

至 新静岡IC

※約2万人/年
(令和元年)

両河内地域の特産品（たけのこ・お茶・そば など）



現状と課題

01 体験プログラム

02 利用者層の拡大

03 周 辺 活 用

旧施設の現状 新施設整備に向けた課題

 プログラム実施時期の偏り
により極端な閑散期が発生

 年間を通したプログラムの開発
や体験活動以外の利用提案

 主な利用者層である
児童生徒数の減少

 子供だけでなく、幅広い年齢層が
活用できる事業の実施や施設整備

 どなたでも利用できる施設
としての認知度不足

 開かれた施設として、どなたでも
利用でき、気軽に立ち寄ることも
可能な施設としての整備や広報活動

 自然の家単体での利用に
留まり、周辺施設等を活
用する仕組みが無い

 周辺施設や地域住民との連携を強化
する仕組みや体制づくり

課題解決に向けた民間活力やノウハウの活用



お問い合わせ先など

お問い合わせ先

静岡市教育委員会事務局 教育局 教育総務課

社会教育係 担当：増田・植村

☎ 054-354-2369 ✉ kyoikusomu@city.shizuoka.lg.jp

新自然の家をより良い施設としていくため、御意見や御提案がございましたら、
ぜひよろしくお願いいたします。

特に御意見を頂きたい内容

効果的な運営に向けた施設作りへのご意見や御提案について

指定管理者制度導入に向けた御意見や御提案、参入意向について

など


